
平成 28 年 12 月７日 

各   位 

会 社 名  株 式 会 社 ニ ッ コ ウ ト ラ ベ ル                

  代表者名   代表取締役社長 古川哲也 

（コード番号 9373 東証第二部） 

問合せ先  取締役管理統括担当 片桐 博子 

ＴＥＬ 03－3276－0142 

 

 

営業外費用（為替差損）の計上及び平成29年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
  

 
当社は、平成29年３月期第３四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）において、営

業外費用（為替差損）の計上を見込んでおります。   

また、上記の影響及び 近の業績動向等を踏まえ、平成28年５月12日の「平成28年３月期 決算短信」

で公表しました平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）通期の業績予想につきまして、

本日修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．営業外費用（為替差損）の計上 

 
（１）営業外費用の内容 

平成 28 年 12 月７日時点において、為替相場の変動（現時点においては円安が進行しているが

期首のレートよりは引き続き円高局面にあるため）による為替差損 95 百万円が発生しており、平

成 29 年３月期第３四半期累計期間において、営業外費用 95 百万円の計上を見込んでおります。

理由といたしましては、平成 28 年 12 月７日時点において、当社が保有する外貨建債権債務を同

日の為替相場で評価替えしたことにより発生したものであります。 
 
 

２．平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日） 

 

（１）差異の内容 

 営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想 (A) 4,500 230 300 200 21.21

今回発表予想 (B) 3,900 87 10 5 0.53

増減額 (B-A) △600 △143 △290 △195 

増減率 (%) △13.3 △62.2 △96.7 △97.5 

(ご参考)前期連結実績

(平成 28 年３月期) 
4,328 198 300 209 22.11

(注)連結対象会社は、株式会社ニッコウ企画、ライム・ツリー・クルーゼズ社であります。 

 

 

 



 

 

（２）差異の理由 

平成29年３月期の通期業績に関しまして、平成28年５月12日に公表いたしました平成29年３月

期通期業績予想を、修正する理由はそれぞれ以下のとおりでございます。 

 

①営業収益 

  営業収益におきましては、前回発表時点では平成 28 年３月にベルギーでのテロ等あったものの

ツアーへの催行の影響やキャンセルも軽微だったこともあり、また、前年度の実績値をもとに 40

周年記念特別ツアーの販売も好調であったため、45億円を予想しておりました。 

しかしながら 7月のバングラディシュ及び観光地フランスニースを始めとして、連続発生しまし

たテロが起因となり、予約キャンセルの発生及びそれ以後の販売が低迷いたしました。 

当社では、その対策として、上記に起因するキャンセルされたお客様の誘導先（平成 28 年 10 月

～11 月と平成 29 年２月～３月のツアーライナップ）を例年よりも増強するなどの対策を行いまし

た。 

９月頃より徐々に前年度と同水準には回復したものの、テロによって日本人がお亡くなりになっ

たことと、比較的安全とされていたニースで発生したことによる心理的影響が当社の予想よりも大

きく響き、結果としてキャンセル分を取り戻すには至りませんでした。 

12 月に入り、現状の予約状況などにより平成 29 年３月までのツアーの大まかな催行状況予測が

判明したため、通期連結営業収益を 6億円減の 39 億円に修正いたしました。 

 

②営業利益 

 営業利益におきましては、前回発表時点では 230 百万円を予想しておりましたが、上記「①営業

収益」に記載の理由により、143 百万円減の 87 百万円を見込んでおります。 

 

  ③経常利益 

   経常利益におきましては、前回発表時点では 300 百万円を予想しておりましたが、上記「①営業

収益」に記載の理由と及び上記「１．営業外費用（為替差損）の計上（１）営業外費用の内容」に

記載の理由等により、290 百万円減の経常利益 10 百万円を見込んでおります。 

 

  ④親会社株主に帰属する当期純利益 

親会社株主に帰属する当期純利益におきましては、前回発表時点では 200 百万円を予想しており

ましたが、上記「経常利益」に記載の理由により、195 百万円減の親会社株主に帰属する当期純利

益 5百万円を見込んでおります。 

 

なお、平成 29 年３月期の配当につきましては、前回予想を大きく下回り、上記記載のとおりの親会

社株主に帰属する当期純利益額を見込んではおりますが、日頃の株主の皆様のご支援に報いるため、平

成 28 年５月 12 日に公表いたしましたとおり、１株当たり年間 10.5 円の予想を据え置いております。 

 

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 
 記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものはではありません。

また、実際の業績等は為替の影響など様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
以 上 

 
 


